
 

 

 

 

 

  

 

  

 

副校長 坂本 陽子 

今年は、44 日間にわたってラグビーワールドカップ日本大会が、開催されました。日本代表が

予選で 4連勝し、史上初めてベスト８に進出したことが大きな盛り上がりに繋がり、ここ横浜で

も日産スタジアムで試合が行われました。また、東日本大震災で被害を受けた釜石市も会場の一

つとして使用されました。 

釜石市が会場となったことで、地元では多くの来場者にもてなしの心をもって接していこうと

する機運が出てきたそうです。ある高校生は、自分達にできることはないかと考え、プロジェク

トを立ち上げたのです。外国人にも分かるように道案内をすることを考え、会場へのアクセス方

法の解説動画を制作したり、感謝を伝えるイベントを開催したり自分たちの力で動画を制作し、

SNS に投稿しました。発起人の高校生は、「問題提起に対して、みんな自主的に動いてくれ

た。」「これからも自分の言葉で伝えるという意味での活動をしていけばよいと分かった。」

と、活動からの成果を話していました。 

 また、今年の夏から秋にかけては、気温が高い状況、突然の豪雨、台風の被害等地球規模の気

候変動を実感することが多くありました。「このような大水は、60 年この地に住んでいるが一度

もなかったことです。」と、テレビのインタビューに答える千葉在住の方が言っていました。学

校でも、屋外での活動をする前に熱中症指数モニターを使い、その数値を目安にしながら安全な

活動ができるようにしました。今までに経験したことのないことが起きている予測不可能な未来

に生きていくために、子どもたちはどんな力をつけていけばよいのでしょうか。 

瀬谷第二小学校の学校スローガンは、「友情わく 力わく 希望わく 毎日わくわくする学

校」です。休み時間 授業 給食 掃除 たてわり活動 集会 クラブ 委員会活動、友達、先

生とのかかわり・・・。授業でのわくわくは、「わかった！」という実感、一人ひとりが主体的

に学ぶ楽しさ、友達と伝え合い交流しながらゴールを目指して創り上げる活動、難しいことにも

チャレンジしてやり遂げたという経験ではないでしょうか。知識、技能を高めることの一方で、

問題意識をもち、解決する力をつけることも必要となってくると思います。 

 

（右の図は、SDGs 持続可能な開発目標：

17の目標です。） 
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ぶ台に立ったとき、ドキドキが止まらなかったけど、リコーダー奏や

歌を歌ったらドキドキが止まって楽しくなりました。みんなといっし

ょにえんそうできてうれしかったです。 

 せや公会堂は、中もステージもすごく広かったです。自分たちの

番がきて、人がいっぱいいるところで発表するのはきんちょうした

けれど、練習の時まちがえていたところも上手に演奏できてびっく

りしました。え顔で歌うときれいな声がでることを知りました。 

１０月・１１月の行事・学習より 

１１月１日（金） ３年生 区音楽会 瀬谷公会堂 

 区音楽会では、リコーダー奏「花笛」と、歌「世界で一つのハーモニー」

を演奏しました。やわらかく、響きのある声や音で歌うこと、演奏するこ

とをめあてに練習を重ねました。本番では、緊張しながらも堂々と発表す

ることができました。広いホールに響き渡る声で歌うことができました。 

 

 

 

 

 

 

１０月３１日（木） １年生 湘南台文化センター遠足 

 バスに乗って湘南台文化センターと湘南台公園に行ってきました。みんなでプラ 

ネタリウムを観て、星の世界を味わいました。また、文化センターの中では、滑り 

台や他の国の楽器などに触れ、友達とかかわりながら楽しむことができました。昼 

食後は、湘南台公園で秋を探しました。木の実や落ち葉を使ってたくさん遊びまし 

た。みんなで仲良く過ごすことができ、また、「なかよくできたね！」と言える経験 

ができました。 

 

１０月３０日（水） ２年生 泉の森遠足 

 晴天の中、泉の森公園に行ってきました。公園内では、グル

ープの友達とポイントごとのミッションにチャレンジするオ

リエンテーションをしました。一番難しかったのは、校歌を間

違えずに歌うことだったようです。グループの友達と協力しな

がら活動して、友達との仲もさらに深まりました。また、落ち

葉やドングリ拾いのミッションもあり、自然の中で秋を満喫することができました。 

 電車を使って移動をしました。帰りには、券売機で切符を買い、改札を通る体験もしま

した。めあてを守り、マナーよく電車に乗る姿から成長を感じました。子どもたちの笑顔

からも、一日を十分に楽しむことができた様子がうかがえました。 

 

 

 

 

 

 

・プラネタリウムがこわかったけど、だんたんたのしくなって、すごくたのしいおもいで

になった。 

・おちばをたくさんあつめて、ともだちとあそんでたのしかったです。 

・はじめてのプラネタリウムで見たほしが、とてもきれいでした。 

 友だちとかんさつをしま

した。それば、どんぐりのか

んさつです。どんぐりの中か

ら芽が出ていて、どうなって

いるのかなと思いました。 

 いずみの森の帰りにきっぷ

をはじめて買いました。なん

どもれんしゅうして、本ばん

は、れんしゅう通りに買うこ

とができてよかったです。 

いずみの森は、しぜんがい

っぱいでした。水車、つり橋、

池、コイや木の実とふれあっ

て、ミッションもクリアでき

ました。たのしい思い出です。 



 

１１月１１日（月）５年生 区球技交流会 

南瀬谷小学校にて瀬谷区球技交流会を行いました。運動会直後から本番

に向けて練習をスタートし、バスケットボールは体育館、サッカーは校庭に分かれて取り組みました。基本的な動き

から始まり、ゲームに向けての実践練習やミニゲームなど、それぞれの課題を少しずつクリアしていきながら、練習

を日々頑張りました。 

当日は天候の不安もありましたが、５年生のパワーで雨雲を吹き飛ばし、実施することができました。練習の成果

を発揮して元気にプレーしていました。自分が試合に出ていないときは、球技交流会での応援団が中心になってみん

なに声をかけ、熱心に応援する姿が見られました。スポーツを通じて、南瀬谷小学校と瀬谷さくら小学校の５年生と

の交流を深めることができました。 

 

 

 

１１月６日（水）  ６年生 体育大会  

大会テーマ「豊かな心 広がる仲間 高まる動き」 
当日は天候に恵まれ、無事に三ッ沢陸上競技場で行われた「第6９回横浜市立小学校体育大会」に参加すること

ができました。参加区５区、参加児童 7500 人という大きな大会でした。全員参加の「Let’s Dance with 

YOKOHAMA（横浜市歌に合わせた演技）」では、力強い動きと柔らかい動きの違いに気を付けながら、精一杯演

技することができました。長縄では、クラスのめあて達成を目指し、緊張する場で気持ちを一つにして取り組むこ

とができました。 

100m 走、4×100m リレーに出場した選手

は、朝練習で学んだことを生かし、精一杯力を出

し切ることができました。学年全員で選手に声援

を送ることもできました。他の学校の演技や長

縄、走り方のよいところも見付けることができ、

素晴らしい経験ができた1日になりました。 

 

１１月５日（火）～１１月１３日（水） 読書週間 

 今年度も、ペア学年での読み聞かせや、本の紹介を行いました。 

年下の友達のことを考えて本を選んだり、聞きやすいよう読み方 

を工夫したりする高学年の姿が見られました。 

 また、図書委員が企画したクイズラリーや、図書委員による 

『としょかんねずみ』の劇も上演され、読書に親しむきっかけ 

をつくることができました。 

 

 

 

 

 


